
　平成２８年７月４日、熊本ホテルキャッスルにて、「平成２８年度第
１回通常理事会」を行いました。理事、監事、合計１８名で理事会を
進行いたしました。全ての議事が原案のとおり承認されました。
◆議　事
議案第１号　平成２７年度事業報告及び決算（案）について
議案第２号　平成２８年度定時評議員会の招集（案）について
議案第３号　くまもと地下水会議委員の選任（案）について
◆報　告
報告 １  平成２８年度事業に係る職務の執行状況（事業報告）について
報告 ２  定時評議員会への評議員及び役員選任議案の提出について
報告 ３  定時評議員会への理事長及び
　　　   副理事長並びに常務理事選定
　　　    議案の提出について
◆その他
熊本地震における地下水の状況について

平成２８年度 第１回 通常理事会
　平成２８年７月２６日、KKRホテル熊本にて、「平成２８年度定時評
議員会」を行いました。評議員、監事、常務理事、合計9名で審議
いたしました。全ての議事が原案のとおり承認されました。
◆議　事
議案第１号　平成２７年度決算（案）について
議案第２号　評議員及び役員の選任（案）について
議案第３号　理事長及び副理事長並びに常務理事の選定（案）について
◆報　告
報告1　平成２７年度事業に係る職務の執行状況（報告）について
報告２　平成２８年度事業計画について
報告３　平成２８年度予算について
報告４　地下水保全顕彰委員会での
　　　  審査結果について
◆その他
熊本地震における地下水の状況について

平成２８年度 定時評議員会
◎ウォーターオフセット事業関連
・今年度も11月ごろに新米の仲介販売開始！値段など決定次第、ご案内いたします。
　熊本地域の地下水保全のため、ご協力の程、よろしくお願いいたします。
・KABくまパワと番組タイアップ！
　「ウォーターオフセット賛同商品を使った料理開発！」
　10月ごろ放送予定です。
　
◎地下水保全顕彰制度応募企業募集！
・今年度も地下水保全顕彰制度へ応募される企業を募集します。「こんなことやって
　いるけど、どうかな？」「応募したいが、どんなことやったらいいかわかない。」
　など、ご質問がありましたら、事務局へご連絡ください。応募用紙は10月中旬ごろ
　発送予定です。
　
◎地下水を育むバスツアーを開催！
・詳しい日程が決まりましたら、ご案内いたします。

今後のお知らせ

　平成２８年6月１０日、１２日に「平成２８年度水田オーナー制度　
田植え」を行いました。　水田オーナー制度を実施している大津
町真木地区の水田も、熊本地震で被害を受けましたが、ご協力い
ただいている農家の皆さまのおかげで、田植えを行うことができ
ました。
　田植えにご参加いただいた皆さまからは、「今回の地震で、水
の大切さがわかった。」「熊本の水や農業のためにできることをや
りたい」とのお話もお聞きしました。
　今回、田植えを行った水田の水が地下へ浸透し地下水となり、私たちの元へ届きます。
企業の参加はもちろん、個人、ご家族などで気軽に参加できるメニューになっております。ご興味
がある方は、財団事務局までお問合せください。
※水田オーナー制度実施の水田では、冬期に水を張る「冬期湛水」も行っています。

「平成２８年度　水田オーナー制度　田植え」を行いました。

　平成28年2月に実施したアンケートにご協力いただきましてありがとうござ
いました。アンケート結果と、いただいたご意見の一部をご紹介いたします。
　会員の皆さまからいただいたご意見を参考に、今後の事業に反映させていき
たいと思います。
　今後ともご協力の程、よろしくお願いいたします。

平成27年度　アンケート結果

平成28年7月末までに、
ご加入いただきました

会員の皆さまをご紹介します。

企業
　株式会社大晶

　合同会社おいしい水の会

　水の守り人株式会社

　ＮＴビル管理組合

個人
　田中 　亮

　今坂 智惠子

　丸山 幸仁

　勝谷 仁雄

〒860-0801
熊本県熊本市中央区安政町8-16　村瀬海運ビル４F
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平成28年熊本地震により被害を受けられました皆さまに、
謹んでお見舞い申し上げます。

（敬称略）

Q2.今後、熊本地域の地下水保全のため当財団
　　に取り組んで欲しい事業はありますか?
　
・情報提供、情報発信
・地下水保全に関する教育など
・ウォーターオフセット事業の拡大に向けた取組み
・地下水保全活動の企業間コラボ
 
Q3.熊本地域の地下水保全についてご意見ご感
　　想がありましたらご記入ください。
　
・世界に誇る地下水保全都市をもっとPRすべき
　だと思います。
・財団の事業参画も含めてできるところから地
　下水保全に取り組みます。

Q1. 今後参加してみたい事業はありますか。(複数回答可 )



熊本地震を受けて対談・インタビュー対  談

熊本の宝である地下水は、熊本地域に住む人々の生活を支える貴重な資源であり、熊本地域11市町村は、地域全体
で一つの地下水盆を共有しており、約１００万人の住民の生活用水を始め、農業や工業用水として利用されている。
しかし、平成28年4月14日、16日に起こった熊本地震によって、地下水に変化が見られた。そこで、くまもと地下水財
団の学術顧問であり、長年熊本地域の水循環について研究されている熊本大学嶋田名誉教授と東海大学市川教授に
「熊本地震を受けて、熊本の地下水に起こった現象」について話を伺った。

―財団の勉強会などに講師としてお招きしている水ジャーナリストの橋本淳司氏が熊本地震の影響を取材に来熊され、取材の感想を
お聞きした。
　　今回の取材は、地下水だけに水源を依存することに対する懸念の声や、地下水利用に対する信頼度の低
下などを心配し、実際に熊本地震が水道水、地下水、また、農業や工業にどのような影響を及ぼしたのか「生
の声」を聞き、地下水保全活動の先進県の被災後の対応や今後の取り組みを他の地下水利用自治体に伝
えたいと考えている。
　取材先の話から地下水は安定した水源として位置づけることができると感じた。しかし、地震による農業へ
の被害が多いことは心配事項。農業と水は深い関係にあり、農業を守りながら水を育む必要がある。熊本地域
は田んぼを通じた地下水涵養事業を行っている中で、もっと多くの水利用者が稲作できないことを心配しても
いいのではないかと思った。
　今回の地震の影響で多くの方が断水を経験され、水の大切さや備える気持ちが生まれたと思います。これ
を機会に節水・育水への行動が浸透していくと素晴らしいと思います。

―橋本氏の取材に同行して
　取材先のいずれの企業も余震では施設等にそれほど被害はなかったものの、本震で大きな被害を受けていらっしゃいました。しか
し、井戸自体に被害はなく、使用している地下水も多少の濁りは見られましたが、操業に影響はなかったとのことでした。また、一部の
企業では地域住民の方へ生活用水として給水も実施されておられました。今回、色々なお話を聞くことができ、震災時の地下水の強
さを改めて感じました。
　～アンケートへのご協力お願いいたします～
　熊本地震では多くの方が断水を経験し、改めて水の大切さを感じたことと思います。当財団では震災時の地下水に関するアンケー
ト調査を行います。今後の参考にしたいと考えておりますので、是非ご協力の程、よろしくお願いいたします。

嶋田名誉教授
 × 

市 川 教 授

熊本大学

東海大学

●地下水量の一時的な変動
嶋田：熊本地域全体における水源（湧水や井戸）の震災に伴う破

損被害はそれほど甚大ではないと考えている。熊本地域の最大の

強みは地震の前後でデータがあり、熊本の地下水の状況を解析す

ると地下水の状況が分かってきた。地震直後に取り沙汰されたが、

劇的に地下水がかわっているという心配はない。地下水は自然の

入れ物の中にあり、震災でこれだけ揺れると全く同じ状態ではなく、

様々な細かい変動は出ているが、地域の水資源に影響を与えるほ

どの大きな問題ではない。ただ極めて貴重なデータが取れているの

で、しっかり状況把握に取り組んでいく。

市川：水前寺成趣園で一時的な枯渇が見られたのは、第一帯水

層（浅い層）の地下水位の変動で起きたものだと考えている。地震

後、地下水位が下がり、ほぼ池の底と等しくなったため、湧水が止ま

り枯渇した。これは水前寺成趣園の地下に布田層（水を下に通しに

くい層）がないため、急激な変化となって見られた。現在は池の水位

はほぼ回復しているようだが、梅雨時の状況で、水前寺の水位は変

わるはずだ。今後、モニタリングしていく必要がある。

嶋田：地震後、下江津の広木地区で新たに湧水が確認された場

所などもあった。

市川：4月6日と5月9日の江津湖の湧水量は39万トンから52万トンへ

と増えている。昨年に比べてみても数値的に増加している。これら

は、地震で断層を境に地盤の隆起、沈降が見られており、湧水量と

地下水位の変動は地盤の関係で変わってくるので、この湧水量の

増加についても問題はない。熊本地域の地下水が不安視される報

道もあったが、熊本の地下水は枯れることはない。

地震前後でモニタリングしている地点の地下水位の変動を確認す

ると、第2帯水層（深い層）にも大きな変化は見られなかった。この事

から、熊本地域の水道水源や湧水に対しての大きな変化はないと

言える。先日、阿蘇の内牧温泉に行ってきたが、湯量も前よりも増え

ており内牧地区は問題がない。ただ南阿蘇の塩井社は今も湧水が

枯れている。

嶋田：標高の高い地域では、地下水面が高いので水が下に落ち

ることがあるが、熊本地域のように標高が０ｍから20～30ｍのところ

では、これ以上水が落ちるような不飽和な隙間は少ないので、地下

水がなくなるような大規模な変化は考えられない。

●水質について
嶋田：地震で揺さぶられると帯水層の中の細かな物質が舞い上

がり、濁りが出てくる。長く続くことはなく、地震が収まってくると、自然

に元に戻る。

市川：まず水道の濁りと地下水の濁りを同じに考えたので、大きな

問題になった。破損した水道管も多く、復旧作業の際の濁りが水道

管の濁りとなった。家庭の水道の濁りを地下水自体が濁っていると

勘違いされた部分もある。

嶋田：水源を地下水にしている水道のメリットは、ダメージを受けた

水源井がある場合には、それに代わる別の水源井を選ぶことがで

きる。地表水を水源とする水道だと取水口が限られているので、ダメ

ージを受けた時に代替え措置が取りにくい。熊本のように地下水源

井がいろいろなところに分散している地下水水源では、臨機応変に

融通が利くのが大きな強みだ。

●農業支援を強化した地下水涵養サイクルへ
嶋田：熊本地域は稲作や湛水など持続的な地下水保全の努力

をしているが、地震の影響でこれらができないとなると将来的に影

響が見られるかもしれない。しかし、重大な変化に至ることはないと

思われる。

市川：期間的にも何年も続くような状態ではなく、用水路などの整

備は短期間で復旧できるので2017年には通水できるので心配はな

いはずだ。

嶋田：これまで地下水の水量を維持するための努力が成功して、

さらに水質まで踏み込むような活動が続いていた。震災後、質より

量の問題に関心が移っている傾向があり、これまで醸成してきた地

域の農業と水をつなぐ仕組みが危うくなってきている。農業が維持

できるような体制をフォローアップして、熊本の農業と地下水が培わ

れる取り組みが何とかこのまま継続されることが望まれる。今回、地下

水を取水している企業の井戸そのものはそれほどダメージを受けて

いないと思うが、財団で各社の設備の稼働状況などデータを収集し

て、現状を把握する必要がある。

市川：農業においては、農業者の高齢化なども問題になっており、今

回の地震をきっかけとして農業をやめられる方もいるかもしれない。大

津町などでは地域営農組織ができ、広域的に農業を継続して行うシ

ステムができている。このように農業を継続できるような体制を支援で

きればいい。今回稲作ができない地域は転作を行っているが、来年は

米を作れるような状態に持っていく必要がある。その農業の支援をし

ていかないといけない。地下水を利用している企業や市民がウォータ

ーオフセット事業など「農業と地下水保全」への理解や支援活動が

さらに必要になってくる。

― 先生方の対談を聞いて ― （財団編集後記）

　先生方の対談では、地震による地盤の変動で影響が表れやす
い浅い層から湧水している水前寺成趣園では変化が見られた一
方、水道水源として多く使用されている深い層では大きな変化は
見られず、熊本の水資源に影響を与えるほどの問題はないとのこ
とで、まずは安心しました。しかしながら、農業のダメージにより、
少なからず地下水に変化が見られる可能性があるとのことから、
当財団では、取水企業の現状把握や農業の支援を行うとともに、
行政、企業・団体、熊本地域住民が一体となり、継続した地下水保
全事業に取り組んでいきます。

～水ジャーナリスト橋本氏、熊本地震の影響を取材に来熊～
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